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学び舎スケッチ

　町内各学校の日常や、児童 ・生徒の表情を紹介
するコーナーです。
　毎月４校ずつ情報をお届けします。
　下記ＱＲコードからも各学校の情報を発信
していますので、ご覧ください。

学び舎学び舎

   スケッチ   スケッチ

町立学校
ポータルサイト

福島県立
南会津高等学校

　スキー教室をだいくらスキー場で実施しました。
開会式後、子どもたちはグループごとに分かれ、指
導協力をいただいた保護者の方に滑り方のコツなど
を教わりながら、自分のレベルに合わせて楽しそう
に滑っていました。また、一緒に滑っている友達に

「がんばって」や「上手になっているよ」などの、
相手を思いやる声も聞かれました。時間の許す限り、
子どもたちはたくさんスキーを楽しみました。

荒海小学校

　１・２年生は、だんご刺しの活動にわくわくしな
がら取り組みました。小さな手で白いだんごをそっ
と丸める姿は、とても真剣そのもの。色とりどりの
お飾りも自分たちで選んでつけていきました。最後
に完成しただんごの木を見上げると、子どもたちの
顔には満足そうな笑顔が広がっていました。自分た
ちの手でつくり上げた冬の飾りに、達成感と喜びが
たくさんつまった時間になりました。

桧沢小学校舘岩中学校

　今年度は、南会津高校から英語と数学の先生にお
越しいただき、それぞれ８回の授業を行っていただ
きました。数学の授業では、「高校入試に向けた演
習問題」をテーマに、文章の読み取り方から問題の
解き方までを教わったり、英語の授業では、文法の
活用方法や発音について教わったりするなど、楽し
く学ぶ生徒の姿がありました。生徒にとっては、進
学に向けて貴重な経験となりました。

南郷小学校

　令和８年度の鼓笛隊編成に向け、鼓笛演奏の朝練
習が始まりました。練習をリードしてくれるのは、
５・６年生です。指揮・フラッグ・鼓隊・グロッケン・
キーボードに分かれ、それぞれ練習をしています。
　３月の６年生を送る会で、鼓笛隊の移杖式が行わ
れます。お世話になった６年生に向けて、最高の演
奏ができるよう練習に励んでいます。

１月９日　だんご刺し

伝統をつなぐ、だんご刺し

１月 16日　スキー教室

冬季体育学習～荒海小スキー教室～

１月 20日　鼓笛演奏の朝練習

南郷小鼓笛隊・伝統を引き継ぐ

１月 16日　中高交流授業

中高連携

【問合せ】   南会津町図書館  電話  0241-62-5522

図書館へ行こう！
開館時間 ：午前10時～午後６時
　　本の検索や予約、貸出状況の確認は
　　　　　　　　　　　　　　コチラ▶

図書館  休館日カレンダー　（■が休館日）
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日 月 火 水 木 金 土
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■おはなし会（毎月第３土曜日開催）
　絵本と紙芝居の読み聞かせを行います。親子でぜひ
ご参加ください。
　日時：２月 21 日（土）
　　　　午前 11 時～午前 11 時 30 分頃
　場所：図書館内「おはなしコーナー」

■みんなでシネマ映画会
　図書館で映画会を開催します。申込不要でどなたで
も無料でご覧いただけます。
　飲食も可能です。ぜひご来場ください。
　日　　時：２月 22 日（日）午後２時～
　場　　所：御蔵入交流館　多目的ホール
　上映作品：第 48 回日本アカデミー賞
　　　　　　最優秀主演男優賞
　　　　　　横浜流星主演「正体」

第174回芥川賞 ・直木賞受賞作品決定！
　図書館では、今回の受賞作や候補作のほか、過去の
受賞作も展示紹介していますので、ぜひご利用くださ
い。貸出中の本は予約することもできます。

◆芥川賞受賞作

「時
とき

の家
いえ

」　鳥
とりやま

山まこと/著　（講談社）
　青年は描く。その家の床を、柱を、
天井を、タイルを、壁を、そこに刻
まれた記憶を。
　傑出した完成度で紡いだ新しい建
築文学。

「叫
さけ

び」　畠
はたけやまうしお

山丑雄/著　（新潮社）
　令和の大阪と昭和の紀元 2600年
記念万博がつながり、封印されてい
た声がポリフォニーを奏で始める。
　大阪と大陸で響き合う夢とロマ
ン、恋愛政治小説。

◆直木賞受賞作

「カフェーの帰
かえ

り道
みち

」
　嶋

し ま づ
津　輝

てる
/著　（東京創元社）

　東京 ・上野の片隅にある、あま
り流行っていない「カフェー西行」。
　大正から昭和にかけ、東京・上
野のカフェーで女給として働いた
“百年前のわたしたちの物語”。


